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新型コロナウイルスの感染拡大に伴う世界経済減速懸念から、当ファンドは2020 年3月に大幅な下落を経

験しました。しかしその後は、当ファンドが保有する半導体やソフトウェア、EV関連銘柄に大きな上昇が見られた

ことなどから、大幅な回復を見せ、年初来のパフォーマンスは+12.6 ％となっています。（8月21日時点）

EVṕ Ṗ

平素より格別のご高配を賜り、誠にありがとうございます。当資料では、モビリティ・イノベーション・ファンド（以下、当ファンドといいます。）

の実質的な運用を担当する、メロン・インベストメンツ・コーポレーションのポートフォリオ・マネジャーからのコメントを基に、足下のパフォーマン

スや最近のモビリティ業界の動向、注目する組入銘柄、今後の見通しについてご報告させて頂きます。

（2018 年1月22日~2020 年8月21日）

※世界株式：MSCI オール・カントリー・ワールド・インデックス（円ベース）
出所：ブルームバーグのデータを基に、BNYメロン・インベストメント・マネジメント・ジャパン株式会社が作成

（2019 年12月30日~2020 年8月21日）

※2019年12月30日を100 として指数化
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今年の6月にダイムラーがエヌビディアとの提携を発表するなど、自動車

メーカーは今まで以上にテクノロジー企業との提携を強めています。この

背景には、自動車メーカーが行う実空間での走行テストには、走行距

離や走行シチュエーションの幅に限界があることなどが挙げられます。

アルファベット傘下のウェイモは今年の1月、公道でのテスト走行距離が

0.2 億マイルを超えたと発表しましたが、仮想空間でのテスト走行距離

については、4月時点で150 億マイルを超えています。

このように、

Ṅ

出所：各種報道、メロン・インベストメンツ・コーポレーションのコメントを基に、BNYメロン・インベストメント・マネジメント・ジャパン株式会社が作成

IT

↑ウェイモの自動運転試験走行車
画像出所：Waymo

（公道は2020 年1月時点、仮想空間は2020 年4月時点）

150

0.2

スマートフォンを中心に5G対応が進められる中、自動車業界では、ス

マートフォンと車を連携するシステムを積極的に採用する動きが見られま

す。車とスマートフォンを連携することにより、普段使っている音楽や通話、

カレンダー、カーナビなどのアプリを車のディスプレイ操作や音声認識で使

用することができます。

IT
サービス会社 サービス名

アップル CarPlay

グーグル Android Auto

百度（バイドゥ）Baidu CarLife

※バイドゥのサービスは主に中国内で展開

※上記はイメージ
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新型コロナウイルス拡大を受けて世界の自動車販売は低迷していたものの、

欧州や中国を中心とする積極的な環境政策や補助金政策などを背景に、今後

EVの普及が今まで以上のペースで進むことが期待されています。

では、7月のEU首脳会議で2021 ～27年の計1.8 兆ユーロにのぼるEU

中期予算案のうち、30％が気候変動対策に充てられることが決定されました。

EVṕ Ṗ

これにより、EV EV

では、新型コロナウイルスの感染拡大が落ち着きを見

せ始めていることもあり、 7 EV 13

となりました。中国政府は、自国の自動

車メーカーを世界のEV市場で優位に立たせたいとの意向もあ

り、引き続き積極的な政策の実施が期待され、EV販売を後

押しすると考えます。2020 年で終了予定となっていた新エネ

ルギー車補助金制度についても、2022 年まで延長されること

が決定されています。

では、カリフォルニアなどの一部の州を除いて、EVの普及に関して現時点ではそれほど積極的な姿勢は見ら

れません。しかし、次期大統領候補であるバイデン氏は、政権発足後4年間で2兆米ドルを投資し、EVやクリーン

技術などの開発を支援することを掲げています。11

EV

これらの各地域に見られる動きに加え、コスト面でもEV普及が後

押しされることが予想されます。

10 60Ṿ です。今後、EV価格の低

下やそれに伴う車種の増加などを受けて、EVの本格的な普及の動

きが世界中で広がりを見せると期待されます。

※画像はイメージです。
出所：メロン・インベストメンツ・コーポレーションのコメントとデータ、中国汽車工業協会のデータを基に、BNYメロン・インベストメント・マネジメント・ジャパン株式会社が作成

（2020 年1月～2020 年7月）
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今年の3月にEVの量産体制の確立に成功したほか、

2020 4- 6 4

ことなどが、株価の

急上昇につながっている。

また、8月には株式分割の実施を発表しており、個人投

資家による資金流入期待も足下の株価上昇につながって

いる。

（期間：2020 年1月2日～2020 年8月21日）

EVトラックなどを手掛ける同社は、7月に機関投資家から

7,000 万米ドルの資金を調達したと発表したことや、同社

の出資するローズタウン・モーターズがナスダックに上場する予

定との報道を受けて急伸。

10

300 - 400

EV

足下では、米郵政公社による同社のEV

トラックの採用が期待されている。

（期間：2020 年1月2日～2020 年8月21日）

EV

Ḳ

Ḳ2.9% ṕ2020 7 Ṗ

Ḳ

Ḳ0.8% ṕ2020 7 Ṗ

当ファンドの組入銘柄の中でも、前述のモビリティ業界の動向に関連するものを

中心に、我々が注目している銘柄についてご紹介します。 テスラの工場を訪問する

当ファンドのリード・ポートフォリオ・マネジャー

出所：メロン・インベストメンツ・コーポレーションのコメント、ブルームバーグのデータを基に、BNYメロン・インベストメント・マネジメント・ジャパン株式会社が作成
※株価は始点を100 として指数化、現地通貨ベース。
※上記は銘柄を推奨するものではありません。
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（期間：2020 年1月2日～2020 年8月21日）

Ḳ

Ḳ2.6% ṕ2020 7 Ṗ

韓国のEV向け電池などを手掛ける電子機器メーカー。

2020 年上半期の EV

23% 34.9%

同社の電池を搭載するアウディやBMWのEVの販売

が拡大したことなどが追い風となった。

今後もEV普及の高まりにより、同社の電池に対する需要

が高まると期待される。

（期間：2020 年1月2日～2020 年8月21日）

SDI
Ḳ

Ḳ2.5% ṕ2020 7 Ṗ

EV

（期間：2020 年1月2日～2020 年8月21日）

Ḳ

Ḳ0.6% ṕ2020 7 Ṗ

5G

今年の6月、ダイムラーと自動運転技術で提携することを

発表し、2024

同社の現在の主力事業はゲーム向けの事業ではあるが、

今後自動運転車の普及に向けて、自動車向けの事業の拡

大が大きく期待されている。

7月後半に市場予想を上回る2020 年4-6月期決算を

発表。2017 年から続いていた中国通信機器大手のファー

ウェイとの特許紛争の和解を発表したことも好感されている。

5G

iPhone

また、

5G

出所：メロン・インベストメンツ・コーポレーションのコメント、ブルームバーグのデータを基に、BNYメロン・インベストメント・マネジメント・ジャパン株式会社が作成
※株価は始点を100 として指数化、現地通貨ベース。
※上記は銘柄を推奨するものではありません。
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出所：メロン・インベストメンツ・コーポレーションのコメントおよびデータを基に、BNYメロン・インベストメント・マネジメント・ジャパン株式会社が作成

当ファンドのリード・ポートフォリオ・マネジャー

EPS
（2020 年7月末時点）

※向こう3-5年の年率換算値
世界株式：MSCI オール・カントリー・ワールド・インデックス

EPS

新型コロナウイルス拡大を受けて、世界の経済活動は減速し、業種によっ

ては研究開発どころではない企業もありますが、

また、

例えば、新型コロナウイルス感染対策から非接触が意識される

中、 が高まっ

ています。また、今回の問題を契機に我々の暮らし方が大きく変わろうとして

いる中で、環境問題に対する意識がこれまで以上に高まってきていることから、

EV も拡大を見せてい

ます。

このように、

上述のように自動運転技術やEVに対する需要は一層高まりを見せ

ていることからも、引き続き、モビリティ・イノベーション分野においては高

い成長が見込まれています。

7月末時点の当ファンドのEPS予想成長率は27.6% となっており、

一般的な世界株式の11.5 ％を大きく上回るEPS成長が予想されてい

ます。

27.6%

11.5%
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いかなる内容も過去のものであり、将来の運用成果を示唆あるいは保証するものではありません。●当ファンドは、主に株式等値動きのある証券（外貨建証券は為替変動リスクもあります。）を投資対象としてい

るため、基準価額は変動します。特に、投資する外国の株式の価格変動は、為替の変動を含めて大きくなることがありますので、基準価額にも大きな影響を与える場合があります。したがって、運用実績は市場環

境等により変動し、元金を割り込むことがあります。●当ファンドの運用により生じた利益および損失は、すべて受益者に帰属します。ファンドは投資元本が保証されているものではありません。●当ファンドの投資リ

スクについては投資信託説明書（交付目論見書）の「投資リスク」をご覧ください。

設定・運用は
BNYメロン・インベストメント・マネジメント・ジャパン株式会社
金融商品取引業者：関東財務局長（金商）第406 号

[ 加入協会] 一般社団法人 投資信託協会／一般社団法人 日本投資顧問業協会／一般社団法人 第二種金融商品取引業協会
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